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ステーション1のバッファ  
1。はじめ旺   

セントラルサーバ型待ち行列モデルのルーチングに  

は、選択、固定、オーダードエントリー（OE）ルーチ  

ングなどが知られている。本研究では、客によってもた  

らす利益が異なるOEモデルを考え、セントラルサーバ  

のサービス率、各ステーションのサービス率分蔭己、バッ  

ファサイズ、受け入れる客の利益の下限と平均滞在時間  
や総利益との関係を数値的に求める。   

2。電デ』』   

1つのセントラルサーバと2つのステーションから  

なるセントラルサーバ型待ち行列モデルを考える。   

OEルーチングでは、図1のように、あるジョブがセ  

ントラルサーバ（CS）でサービスを終7したときステ  

ーション1のバッファに空きがあれば、ステーション1  

に移動し、ステーション1に空きがなく、ステーション  

2のバッファに空きがあればステーション2に移動する。  

もし両方のバッファに空きがなl州まオーバーフローと  

なる。どちらかのステーションでサービスを終えた客は  

システムから退去する。モデルの解析的な仮定は、以下  

のようである。   

① システムは定常状態である。   
② セントラルサーバには療限の客が存在し、平均  

Åの指数サービスを行う。   

③ ステーションは互しlに独鼓な指数サービスで、ス  

テーションgのサービス率を郎∫¢白も2）とし、  

拘＋拘討とする。   

◎ ジョブの移動時間はゼロとする。   

⑤ 各ステーションのバッファサイズを旦と泰す。   

⑥ 客のもたらす利益分布は、利益率1の指数分布に  
従う。   

⑦ 利益がc臼以上の客のみ矧ナ入れサービスを行う○  

このとき受け入れ客の利益の期待値α‾1（c。）は、  

区＝． OEルーチングモデル  

を画材）として、平鮒犬態方程式を求め、これらを解  

くことにより平均滞在時間、利益を求める。  

まず、定常状態確率坤，良）は以下の平街状態方程式  
を解くことによって求められる。  
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急患瑚＝1  

α‾1k）已   （1）  

ぞ‾ち  
（12）   

となり、受け入れ客は、到蓉率  

＿ミ＝ごニー空－⊂こ：  

のポアソン分布に従うことになる。   

しかし、本モデルの場合は、式（4）～式（7）およ  

び式（9）、式（10）を剛、ると、坤，0）と坤，度）  

¢≦ゐ叫，0≦度≦眉2）が坤，＆）¢≧1）の1次結合  
として表現することができる。したがって、これらの関  

係を式（8）と式（11）に代入し、これらと式（12）  

で構成される眉ヱ元の適立方程式を解くことにより容易  

に厨晩＆）を求めること力くできる。  

（2）  

3。モデjレ繍  

ステーション1にいる客の数をゐゆ≦ゐ≦腰1）、ステー  

ション2にいる客の敏郎ゆ≦度≦腰2）とすると状態  

¢，ゆよマルコフ性をもつ。ここではその 
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これにより、ステーションfのスループット（生産率）  

r打い平均系内人数⊥∫は、   
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図3・バッファ配分（βl，β2）と客の受け入れ利益基  

準C〟を変化させたときの総利益と平均滞在時間  

区＝0．7，仇＝0．8，〃2＝0．2）  

0．8  

利益  

（22）  

乃＝α－や〟X血1十刀y2）  （23）  

で求められる。   

4．数値結果   

数値結果として、セントラルサーバのサービス率A、  

各ステーションのサービス率〃い〝2、バッファサイズ  

βl，β2および客の受け入れ利益基準c－を変化させたと  

きの、スループット、平均滞在時間、総利益を示す。  
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図4・バッファ配分（β1，β2）と客の受け入れ利益基  

準C－を変化させたときの総利益と平均滞在時間  

区＝2．0，仇＝0、8，〃2ニ0．2）   

図3では、客の受け入れ利益基準を増加させると、受  

け入れ客の数は減少するが、受け入れ客のもたらす平均  

利益lお曽加するので、総利益については、これを最大に  

する最適なc〟が存在する。図4では、セントラルサーバ  

のサービス率が大きいため、より大きな利益をもたらす  

客だけをサービスしたほうが利益が最大になり、その結  

果、最適なc－は大きくなる。   

5．今後の問   
今回は、OEルーチングに関して、いくらかの結果が  

得られた。今後は、もたらす利益が高い客はステーショ  

ン1に、低い客はステーション2へ割り当てるモデルに  

おいて、その割り当てる基準をどのように設定すればよ  

いかを考えていく予定である。  
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図2・サービス率分配（恥〝2）とステーション1の  

バッファサイズβ1を変化させたときのスループ  

ットと平均滞在時同区∈0．7，β2≡3）   

図2ではステーション1のバッファサイズを増加さ  

せると、スループットは単調に増加するが、平均滞在時  

間に関しては、これを最小にするバッファサイズが異な  

る。これは仇＞〝2であるため、ステーション1のバッ  

ファで客が待っていても、総滞在時間が短くなる場合が  

あるからである。  
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